
様式１-１

１.年度別の計画及び取組状況

年度別の事業計画と取組状況、⾃⼰評価を記載してください。
当初計画から変更⼜は追加した取組は⾚字で記載し、計画変更の承認を受けた計画については、末尾に承認⽇を⾚字で記載してください。
計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある等、⾃⼰評価が下位2つの場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

令和5年度⾃⼰評価

令和6年度⾃⼰評価

令和7年度⾃⼰評価

令和8年度⾃⼰評価

令和9年度⾃⼰評価

令和10年度⾃⼰評価

⼤学・⾼専機能強化⽀援事業（⽀援１︓学部再編等による特定成⻑分野への転換等に係る⽀援）
実施状況報告書

選定年度 令和5年度 学校コード F126310107555
設置等組織名 デジタルメディア学部デジタルメディア学科、デジタルメディア学部デジタルメディア学科通信教育課程（通学課程と併せ⾏う形）、⼯学部ロボティクス学科

⼤学名 京都橘⼤学 設置区分 私⽴

【３】計画を⼗分に実施している。

【計画変更検討理由】
１）⼯学部デジタルメディア学科の設置組織名変更
本学科は、⼯学系のカリキュラムも有しながらも基礎教育等を充実させることで、⼤学⼊学時点では⽂理問わず多様な学⼒・バックグラウンドの学⽣の受け⼊れること
めざす。しかしながら⼯学部に所属する学科とすると理系科⽬に不安がある学⽣から敬遠され、⽬的を⼗分に達成できない懸念がある。このため、近隣⼤学の学⽣募
集状況等も踏まえ、組織名を⼯学部デジタルメディア学科からデジタルメディア学部デジタルメディア学科に変更することを検討する。
２）⼯学部ロボティクス学科の⼊学定員変更
近隣他⼤学の学⽣募集状況などを調査および検討の結果、安定的な⼊学定員の確保のため、適正な規模として⼊学定員を変更することを検討する。

既存学部における学科の新設（３件）

事業期間 事業計画 取組状況 ⾃⼰評価、課題（理由）とその対応

事業計画名学校種 ⼤学 都道府県 京都

令和5年度

【フェーズ１】
①　令和5年8⽉︓学科設置コンセプト・⽅針の確定（国際政策＆通信教育課程整備⽅針含む）
　　　　　　　　　　　　【デジタルメディア学科（以下「Ｄ学科」という）＆ロボティクス学科（以下「Ｒ学科」という）】
②　令和5年8⽉︓カリキュラムの仮設定　【Ｄ学科・Ｒ学科】
③　令和5年8⽉︓教員任⽤⽅針の確定【Ｄ学科・Ｒ学科】
④　令和5年9⽉︓施設コンセプト・レイアウトの確定【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑤　令和6年3⽉︓学科詳細プレスリリース／ＨＰ・パンフ公開＆本格的広報開始【Ｄ学科・Ｒ学科】

【フェーズ１】
①　令和5年8⽉︓学科設置コンセプト・⽅針の確定（国際政策＆通信教育課程整備⽅針含む）
　　　　　　　　　　　　【デジタルメディア学科（以下「Ｄ学科」という）＆ロボティクス学科（以下「Ｒ学科」という）】
②　令和5年8⽉︓カリキュラムの仮設定　【Ｄ学科・Ｒ学科】
③　令和5年8⽉︓教員任⽤⽅針の確定【Ｄ学科・Ｒ学科】
④　令和5年9⽉︓施設コンセプト・レイアウトの確定【Ｄ学科・Ｒ学科】

令和7年度

【フェーズ１】
⑫　令和7年4⽉︓設置届出書類提出【Ｄ学科・Ｒ学科】

【フェーズ２】
①　令和8年2⽉　新教室棟の建築【Ｄ学科・Ｒ学科】
②　令和8年2⽉　機器備品の購⼊【Ｄ学科・Ｒ学科】

【フェーズ１】
⑫　令和7年4⽉︓設置届出書類提出【Ｄ学科・Ｒ学科】

【フェーズ２】
①　令和8年2⽉　新教室棟の建築【Ｄ学科・Ｒ学科】
②　令和8年2⽉　機器備品の購⼊【Ｄ学科・Ｒ学科】

【改組内容】
・令和7年︓⼯学部デジタルメディア学科について、改組内容を「既存学部における学科の新設（当該⼤学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）」
から「学部の新設（当該⼤学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）」に、設置組織名をデジタルメディア学部デジタルメディア学科に変更し、令和7
年3⽉に設置認可申請（通信教育課程）、令和7年4⽉に設置届出（通学課程）。
・令和7年︓⼯学部ロボティクス学科について、⼊学定員を100⼈から80⼈に変更し、令和7年3⽉に収容定員増認可申請。

【３】計画を⼗分に実施している。

令和6年度

【フェーズ１】

⑥　令和6年6⽉︓教員任⽤完了＆カリキュラム確定（仮）【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑦　令和6年6⽉︓事前相談書類提出【Ｄ学科・Ｒ学科】　※10⽉となる可能性あり
⑧　令和6年9⽉︓就職需要＆進学需要アンケートの実施【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑨　令和6年9⽉︓必要図書・データベースの選定【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑩　令和7年3⽉︓設置認可申請【Ｄ学科（通信教育課程のみ）】
　　　　　　　　　　　　収容定員増認可申請【Ｄ学科・Ｒ学科】

【フェーズ１】
⑤　令和6年4⽉以降︓学科詳細プレスリリース／ＨＰ・パンフ公開＆本格的広報開始【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑥　令和6年6⽉︓教員任⽤完了＆カリキュラム確定（仮）【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑦　令和6年6⽉︓事前相談書類提出【Ｄ学科】
⑧　令和6年9⽉︓就職需要＆進学需要アンケートの実施【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑨　令和6年9⽉︓必要図書・データベースの選定【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑩　令和6年10⽉︓事前相談書類提出【R学科】
⑪　令和7年3⽉︓設置認可申請【Ｄ学科（通信教育課程のみ）】
　　　　　　　　　　　　収容定員増認可申請【Ｄ学科・Ｒ学科】

【改組内容】
・令和6年︓⼯学部デジタルメディア学科について、改組内容を「既存学部における学科の新設（当該⼤学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）」
から「学部の新設（当該⼤学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）」に変更し、設置組織名をデジタルメディア学部デジタルメディア学科に変更する
ことを検討中（通信教育課程も同様に変更）。（R6.10.2承認）
・令和6年︓⼯学部ロボティクス学科について、⼊学定員を100⼈から80⼈に変更することを検討中。（R6.10.2承認）

【３】計画を⼗分に実施している。

【計画変更検討理由】
１）⼯学部デジタルメディア学科の設置組織名変更
本学科は、⼯学系のカリキュラムも有しながらも基礎教育等を充実させることで、⼤学⼊学時点では⽂理問わず多様な学⼒・バックグラウンドの学⽣の受け⼊れること
めざす。しかしながら⼯学部に所属する学科とすると理系科⽬に不安がある学⽣から敬遠され、⽬的を⼗分に達成できない懸念がある。このため、近隣⼤学の学⽣募
集状況等も踏まえ、組織名を⼯学部デジタルメディア学科からデジタルメディア学部デジタルメディア学科への変更を⾏った。
２）⼯学部ロボティクス学科の⼊学定員変更
近隣他⼤学の学⽣募集状況などを調査および検討の結果、安定的な⼊学定員の確保のため、適正な規模として⼊学定員を100⼈から80⼈に変更を⾏った。

令和9年度

【フェーズ３】
⑤　令和9年4⽉︓海外⼤との国際プログラム開始【Ｄ学科】
⑥　令和8年4⽉以降︓継続的な学科運営業務の実施【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑦　令和8年4⽉以降︓継続的な広報活動の実施【Ｄ学科・Ｒ学科】

リストから選択してください。

令和8年度

【フェーズ３】
①　令和8年4⽉︓学科設置【Ｄ学科・Ｒ学科】
②　令和8年4⽉︓機器・備品の設置【Ｄ学科・Ｒ学科】
③　令和8年4⽉︓図書・データベースの納⼊【Ｄ学科・Ｒ学科】
④　令和8年4⽉︓通信教育課程のためのＬＭＳの導⼊【Ｄ学科】
⑥　令和8年4⽉以降︓継続的な学科運営業務の実施【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑦　令和8年4⽉以降︓継続的な広報活動の実施【Ｄ学科・Ｒ学科】

リストから選択してください。

令和10年度

【フェーズ３】
⑥　令和8年4⽉以降︓継続的な学科運営業務の実施【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑦　令和8年4⽉以降︓継続的な広報活動の実施【Ｄ学科・Ｒ学科】

リストから選択してください。
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令和11年度⾃⼰評価

令和11年度

【フェーズ３】
⑥　令和8年4⽉以降︓継続的な学科運営業務の実施【Ｄ学科・Ｒ学科】
⑦　令和8年4⽉以降︓継続的な広報活動の実施【Ｄ学科・Ｒ学科】

リストから選択してください。

定員減⼜は
学部等の廃⽌

令和7年3⽉　︓⼯学部情報⼯学科30⼈減員に係る収容定員変更認可申請（⼊学定員100⼈、⼯学関係）

認可申請
⼜は届出

令和7年3⽉　︓設置認可申請予定【Ｄ学科（通信教育課程のみ）】、収容定員増認可申請予定【Ｄ学科・Ｒ学科】
令和7年4⽉　︓設置届出予定【Ｄ学科・Ｒ学科】

令和7年3⽉　︓デジタルメディア学部デジタルメディア学科（通信教育課程のみ）　設置認可申請
令和7年3⽉　︓デジタルメディア学部デジタルメディア学科（通学課程）・⼯学部ロボティクス学科　収容定員増認可申請
令和7年4⽉　︓デジタルメディア学部デジタルメディア学科（通学課程）・⼯学部ロボティクス学科　設置届出
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２.申請資格の確認
ⅰ） 学⽣募集停⽌中の⼤学
ⅱ） 学校教育法第109条の規定に基づき⽂部科学⼤⾂の認証を受けた者による直近の評価の結果、「不適合」の判定を受けている⼤学
ⅲ） 「私⽴⼤学等経常費補助⾦」において、定員の充⾜状況に係る基準以外の事由により、前年度に不交付⼜は減額の措置を受けた⼤学
ⅳ） 設置計画履⾏状況等調査において、「指摘事項（法令違反」が付されている⼤学
ⅴ） ⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準（平成15年⽂部科学省告⽰第45号）第２条第１号⼜は第２号のいずれかに該当する者が設置する⼤学

上記項⽬の申請資格の状況について、プルダウンで選択してください。（プルダウンの選択肢︓すべての項⽬に該当していない、右の〇の項⽬に該当している）
ⅰ) ⅱ) ⅲ) ⅳ) ⅴ)

３.申請要件の取組状況

①

➁

③

④

⑤

⑥

⑦-1

⑦-2

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

上記項⽬の①〜⑬の申請要件について、 令和7年度 の取組の状況についてプルダウンで選択してください。（プルダウンの選択肢︓すべての項⽬が要件を満たしている、右の〇の項⽬の要件を満たしていない）
① ➁ ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦-1 ⑦-2 ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

①〜⑬の要件を満たしていない⼜は対象ではない項⽬がある場合、左欄に該当する申請要件を選択し、右欄に課題（理由）とその対応について記載してください。
項⽬

⑭については、現在の状況をプルダウンより選択してください。

４.審査要項における確認項⽬の計画及び取組状況
令和7年度  の取組実績を記載し、申請時に選択した項⽬にチェックを⼊れた計画を記載してください。取組実績は会社名や⼤学名、定量的なデータ等を⽰し具体的に記載してください。検討中であっても状況を記載してください。

計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

【A︓連携を通じた教育体制の整備と実施】（連携開設科⽬等に限らない）
■ チェック a.企業や⾃治体と連携した科⽬（PBL等）の整備・実施

申請資格の状況

フォローアップ対象年度 令和7年度 ⼤学名 京都橘⼤学

⼤学の総収容定員充⾜率（在籍学⽣数の収容定員に対する割合）について、計画の対象となる学部等の設置等に係る設置認可申請⼜は届出までに80％を満たす計画であること。

すべての項⽬に該当していない

⾼等教育の修学⽀援新制度において、⼤学等における修学の⽀援に関する法律（令和元年法律第８号）に基づき、財務状況や収容定員充⾜率が適正であることを含めた要件を満たすことの確認を受けた⼤学であること。なお、新設予定の⼤学で、応募時点において、⾼等教
      育の修学⽀援新制度における要件確認の対象に該当しないものは、本要件は適⽤されない。

⼗分な学⽣確保の⾒通しを備えた計画となっていること。

産業界を含む社会のニーズ等を踏まえ、学修⽬標の具体化、体系的な教育カリキュラムの編成及び⼤学での学修に必要な資質・能⼒等を評価する⼊学者選抜が適切に実施され、そのための体制を構築する計画となっていること。（その際、国際的な質保証の枠組みを活⽤するな
ど出⼝における質保証にも⼗分留意することが重要。

特定成⻑分野の⼈材を育成するための戦略、適切な管理・教育体制や教育研究環境の整備を図る計画となっていること。

計画の対象となる学部等において、実務経験のある教員等による授業科⽬を配置する計画となっていること。

特定成⻑分野に係る学部の設置等（学部若しくは学科の設置⼜は収容定員の増加）による組織の変更を伴う学部再編等の計画であること。

社会において具体的な⼈材ニーズが現に存在する、⼜は、その⼗分な⾒通しのある分野に係る学部等の設置等に取り組む計画であること。

学部⼜は学科の設置を⾏う場合、地域における特定成⻑分野の⼈材を必要としている複数の企業等と設置構想に関する事前協議を⾏う計画であること。

⼊学定員が20名以上増加する計画であること。

事業計画の選定があった⽇から４年を経過する⽇を含む年度の末⽇までに、計画の対象となる学部等の設置等を⾏うことを⽬指す計画であること。（本事業の申請時に既に設置認可申請⼜は届出を⾏っている場合を除く。）

フェーズ３の助成期間終了時までに、⼤学全体の外部資⾦獲得額を申請時点の平均（過去５年間の中央値３年分の平均）に本事業による⽀援額の2.5％を上乗せした⽔準以上とする計画であること。

計画の対象となる学部⼜は学科において、⾃⼤学以外の機関との連携を通じた教育体制の整備と教育の実施及び多様な⼊学者の確保に向けた取組を⾏う計画であること。

選定された⼤学は、公募要領に定める申請要件を満たす質の⾼い教育等に向けた計画の具体化に努めるとともに、その進捗報告を⾏うこと。また、独⽴⾏政法⼈⼤学改⾰⽀援・学位授与機構法第⼗六条の三に規定する助成業務の実施に関する⽅針（令和５年４⽉13⽇⽂
部科学⼤⾂認可）六（２）②に基づき機構が実施する会議に参加すること。

⽂部科学⼤⾂から国際卓越研究⼤学として認定を受け、⽀援を受けている⼤学でないこと。

申請要件の状況
すべての項⽬が要件を満たしている

課題（理由）

⑭⽂部科学⼤⾂から国際卓越研究⼤学として認定を受け、⽀援を受けている⼤学でないこと。 認定を受けておらず申請する意向もない

申請要件⑭について 現在の状況



様式１－２

フォローアップ対象年度 令和7年度 ⼤学名 京都橘⼤学

□ チェック b.関連分野に強みを持つ地域の他⼤学と連携した科⽬の整備・実施
■ チェック c.関連分野に強みを持つ海外⼤学との連携（連携した科⽬や交換留学プログラムの整備・実施等）

【B︓多様な⼊学者の確保に向けた取組】
■ チェック a.⼊学者選抜における科⽬の⾒直し
■ チェック b.⼥⼦学⽣の確保（志願者数増）に向けた取組
■ チェック c.地域の初等中等教育段階の学校との連携（出張授業の実施等）
■ チェック d.社会⼈学⽣の受⼊れ強化に向けた取組（リカレント・リスキリングへの対応）
■ チェック e.留学⽣の受⼊れ強化に向けた取組

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応
【企業や⾃治体と連携した科⽬（ＰＢＬ等）の整備・実施】
両学科において、企業等の技術者等を招いた講義や、企業等からの課題に取り組むＰＢＬ科⽬を設置する予定である。
なお、現在も既存の⼯学部情報⼯学科においても、情報通信系企業などを招いた講義（産業と情報通信技術）や、企
業等からの課題に他学部と合同で取り組むＰＢＬ（CO型課題解決プロジェクト等）を実施している。新学科においても、
これらの取り組みを拡⼤・発展させて取り組んでいくことを予定している。
【関連分野に強みを持つ海外⼤学との連携（連携した科⽬や交換留学プログラムの整備・実施等）】
デジタルメディア学科において、ゲームやアニメーション技術等に強みを持つ海外⼤学との連例により、半年程度の留学プログ
ラムを設定し、本学科学⽣が海外⼤で専⾨分野を学べる体制の構築をめざす。また、連携⼤学とオンラインを活⽤した授業
科⽬の相互提供も模索していく。本学科では、通信教育課程を併せ持つことから、それらメディア授業コンテンツの海外展開
や、通学課程学⽣へのメディア授業コンテンツ提供により、海外⼤との強固な連携や、通学課程学⽣のより柔軟な履修スケ
ジュールの実現による留学等を含めた課外活動の促進をめざしていく。なお、計画の詳細については、フェーズ1期間で検討を
進めることを想定しており、2023（令和5）年8⽉頃までに、企業・海外連携⽅針を策定し、具体的な打診を開始し、
2024（令和6）年度中に内容確定のうえ、2026（令和8）年度の開設に向けて準備を進めていく予定である。

【企業や⾃治体と連携した科⽬（PBL等）の整備・実施】
既存の⼯学部情報⼯学科と同様にデジタルメディア学科とロボティクス学科においても企業等と連携した科⽬や他学部との合同PBL科⽬
（クロスオーバー型課題解決プロジェクト）、企業等から技術者等を招いた講義科⽬（ロボティクス社会実装やオープンイノベーションプロ
ジェクト等）を整備済。

【関連分野に強みを持つ海外⼤学との連携（連携した科⽬や交換留学プログラムの整備・実施等）】
デジタルメディア学科において、海外プログラム・留学制度を整備し、通信教育課程のメディア授業コンテンツを通学課程学⽣にも提供するこ
とで、留学中の柔軟な履修を可能とする体制を検討している。海外提携⼤学クイーンズランド⼯科⼤学（オーストラリア）・⼤連東軟信息
学院（中国）等との協定を有しており、これらの⼤学とのデジタルメディア分野での連携の検討を進めている。

デジタルメディア学科における通信教育課程と通学課程の柔軟な履修体制の構築等、⼀部詳細を検討中ではあるが、概ね計画どおり進捗
中であり、特段の問題なし。先のとおり引き続き準備を進めていく。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応
【⼊学者選抜における科⽬の⾒直し】
両学科において、⼤学⼊学時点における多様な学⼒・バックグラウンドの学⽣の受け⼊れをめざし、数学の出題範囲を中⼼
に、⼊学者選抜における科⽬の検討を⾏っていく。なお、数学の出題範囲を絞り、⽂系出⾝者も含めての出願を可能とする
場合は、初年次基礎科⽬の履修指導やリメディアル教育のさらなる充実を同時に⾏うことを想定している。
【⼥⼦学⽣の確保（志願者増）に向けた取り組み】
両学科において、⼥⼦学⽣の確保に向けた取り組みを⾏っていく。具体的には、⼥⼦を意識したＨＰやパンフレットの作成＆
広報活動の展開などを中⼼に⾏っていく。また、既設の情報⼯学科⼥性教員による、併設校などの⼥⼦⾼校⽣を対象とした
説明会なども実施する計画である。
【地域の初等・中等教育段階の学校との連携（出張授業の実施等）】
両学科の設置に伴い、情報・機械系教員を31名程度任⽤する予定となっている。既存の⼯学部情報⼯学科所属教員と
併せて、近隣の⾼校を中⼼に、出張授業やガイダンスを実施し、当該分野の志願者の掘り起こしに貢献していく予定であ
る。
【社会⼈学⽣の受⼊れ強化に向けた取り組み（リカレント・リスキリングへの対応）】
両学科の設置により、情報⼯学科と併せて、本学の情報分野を中⼼とした理系教育研究が⼤幅に充実する。新学科設置
に先駆けた2023（令和5）年度内の設置を予定する『情報学教育研究センター」では、研究促進・⽀援機能に加え、社
会⼈教育（リカレント・リスキル）機能も備え、2023（令和5）年度からは情報⼯学分野での講座をスタートする予定であ
る。新学科設置後は、教育分野を拡⼤し、デジタルメディアやロボティクス分野の教育も展開していく予定である。また、デジタ
ルメディア学科は通信教育課程を併せ持つため、本課程での、情報⼯学やデジタルメディア分野を体系的に学びたい社会⼈
学⽣の受⼊れを強化していく。
【留学⽣受⼊れ強化に向けた取り組み】
特にデジタルメディア学科においては、海外からの留学⽣を積極的に受け⼊れる計画とする。そのため、メディア技術に加え、
⽇本・京都が誇るゲーム、アニメ等のメディアデザイン系分野の充実を図り、海外への訴求を⾏う。また、通信教育課程を併
せ⾏うため、同課程のメディア授業コンテンツを留学⽣に復習⽤に提供するなどを検討し、授業理解促進を図る。そのほかに
も、広報、学⽣⽀援、就職⽀援等の各段階での受⼊れ体制の強化をはかっていき、新学科設置を契機に、全学的な留学
⽣受⼊れ体制構築をめざす。

なお、各計画の詳細については、フェーズ１期間で検討を進めることを想定しており、2023（令和5）年8⽉頃に具体的⽅
針を策定のうえ、必要な打診・調整等を⾏い、2026（令和8）年度の開設に向けて準備を進めていく予定である。

【⼊学者選抜における科⽬の⾒直し】
2026（令和8）年度⼊試より、デジタルメディア学科および情報⼯学科の選考に【⽂系型】・【理系型】を導⼊した。英語資格・検定試験
の「みなし得点」制度を公募推薦・⼀般選抜・共通テスト利⽤選抜の全⽇程で活⽤可能とした。⽂系出⾝者の進学を想定した、基礎教育
科⽬の充実も進めた。
【⼥⼦学⽣の確保（志願者増）に向けた取り組み】
⼥⼦を意識した新学科の特設サイト、パンフレットの作成や、カプコン・スクウェア・エニックス等の著名企業との連携を通じた広報活動を展開
している。
【地域の初等・中等教育段階の学校との連携（出張授業の実施等）】
新学科開設に向け、オープンキャンパスにおいて新学科の体験プログラムを実施した。情報・機械系教員を計画通り任⽤し、近隣の⾼校を
中⼼に出張授業やガイダンスの実施体制を整備している。また、列校である京都橘⾼校においては、既存の情報⼯学領域に加え、両学科
の分野を拡充し、派遣型授業・探求型科⽬の提供を通じて早期接触機会を確保している。
【社会⼈学⽣の受⼊れ強化（リカレント・リスキリングへの対応）】
情報学リスキリング講座（全11科⽬・オンデマンド・無料）を2025（令和7）年度も継続提供している。また、授業料年額32万円の低
価格かつ通学不要のデジタルメディア学部通信教育課程を開設し、職を有したままの社会⼈でも学びやすい環境を整備した。
【留学⽣受⼊れ強化】
外国⼈留学⽣⼊試において、EJU利⽤⽅式に加え「本学独⾃⽅式」（JLPT N2相当対象）を設定している。また、ロボティクス学科にお
いては、第Ⅲ期募集まで⾏い、受験機会を拡⼤した。経済⽀援として授業料30%減免制度、留学⽣経済援助給付奨学⾦（⽉額2万
円）を整備している。学習⽀援として15名以下の少⼈数⽇本語クラス（週3回）、ことばのパートナー制度、多⽂化交流イベントを継続
実施している。2026（令和8）年度外国⼈留学⽣⼊試における⼊学者数は、デジタルメディア学科で3⼈、ロボティクス学科で17⼈となっ
た。

計画どおり進捗中であり、特段の問題なし。先のとおり引き続き準備を進めていく。



様式１－４_a

⼤学名

１.本事業対象となる学部等の状況  

＜合計＞
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

事業計画に定める定員 事業計画に定める定員    ⼊学定員 ⼈ TRUE TRUE TRUE 360 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   事業計画に定める定員    事業計画に定める定員   編⼊学定員 ⼈ TRUE TRUE TRUE 180 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況     春季⼊学       ⼊学定員 ⼈ - - - 360 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況       ⼊学者数 ⼈ - - - 260 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況             ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 78 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況             社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況             留学⽣数 ⼈ - - - 20 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況     その他の学期       ⼊学定員 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況       ⼊学者数 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況             ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況             社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況             留学⽣数 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況     ⼊学者合計       ⼊学定員(A) ⼈ - - - 360 - - - - - - - - - - - - - - -
    学⽣の⼊学・在籍状
況       ⼊学者数(B) ⼈ - - - 260 - - - - - - - - - - - - - - -
    学⽣の⼊学・在籍状
況             ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 78 - - - - - - - - - - - - - - -
    学⽣の⼊学・在籍状
況             社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0 - - - - - - - - - - - - - - -
    学⽣の⼊学・在籍状
況             留学⽣数 ⼈ - - - 20 - - - - - - - - - - - - - - -
    学⽣の⼊学・在籍状
況       ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 - - - 0.72 - - - - - - - - - - - - - - -
    学⽣の⼊学・在籍状
況     収容定員等       収容定員(C) ⼈ - - - 360 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況             編⼊学定員 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況       在籍者数(D) ⼈ - - - 260 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況             編⼊学者数 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE
    学⽣の⼊学・在籍状
況       収容定員充⾜率（D/C） 倍 - - - 0.72 - - - - - - - - - - - - - - -

    卒業後の状況     卒業者数       卒業者数 ⼈ - - - - TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

    教員の状況     実務経験のある教員
の参画       教員数 ⼈ - - - 3 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

    教員の状況       授業科⽬の単位数 単位 - - - 34 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

京都橘⼤学



様式１-４_学⼠

⼤学名

3
１.本事業対象となる学部等の状況

＜内訳＞
(1) 改組内容

学部学科名

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度
改組状況 選定 届出 開設 完成年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

事業計画に定める定員 事業計画に定める定員    ⼊学定員 ⼈ 100

   事業計画に定める定員    事業計画に定める定員   編⼊学定員 ⼈ -

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ - - - 100

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数 ⼈ - - - 107

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 37

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ - - - 3

  学⽣の⼊学・在籍状況   その他の学期    ⼊学定員 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況   ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ - - - 100 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数(B) ⼈ - - - 107 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 37 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ - - - 3 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 - - - 1.07 - - - - - - - - - - - - - - -

  学⽣の⼊学・在籍状況   収容定員等    収容定員(C) ⼈ - - - 100

  学⽣の⼊学・在籍状況       編⼊学定員 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    在籍者数(D) ⼈ - - - 107

  学⽣の⼊学・在籍状況       編⼊学者数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    収容定員充⾜率（D/C） 倍 - - - 1.07 - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況   卒業者数    卒業者数 ⼈ - - - -

  教員の状況   実務経験のある教員の
参画    教員数 ⼈ - - - 1

  教員の状況    授業科⽬の単位数 単位 - - - 22

京都橘⼤学
本事業対象となる学部等の個数

学部の新設（当該⼤学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）

デジタルメディア学部デジタルメディア学科（⼯学関係）



様式１-４_学⼠

１.本事業対象となる学部等の状況

＜内訳＞

⼤学名

(2) 改組内容

学部学科名

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度
改組状況 選定 認可 開設 完成年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

事業計画に定める定員 事業計画に定める定員    ⼊学定員 ⼈ 180

   事業計画に定める定員    事業計画に定める定員   編⼊学定員 ⼈ 180

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ - - - 180

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数 ⼈ - - - 80

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 36

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況   その他の学期    ⼊学定員 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況   ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ - - - 180 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数(B) ⼈ - - - 80 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 36 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 - - - 0.44 - - - - - - - - - - - - - - -

  学⽣の⼊学・在籍状況   収容定員等    収容定員(C) ⼈ - - - 180

  学⽣の⼊学・在籍状況       編⼊学定員 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    在籍者数(D) ⼈ - - - 80

  学⽣の⼊学・在籍状況       編⼊学者数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    収容定員充⾜率（D/C） 倍 - - - 0.44 - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況   卒業者数    卒業者数 ⼈ - - - -

  教員の状況   実務経験のある教員の
参画    教員数 ⼈ - - - 1

  教員の状況    授業科⽬の単位数 単位 - - - 6

京都橘⼤学

学部の新設

デジタルメディア学部デジタルメディア学科通信教育課程（通学課程と併せ⾏う形）（⼯学関係）



様式１-４_学⼠

１.本事業対象となる学部等の状況

＜内訳＞

⼤学名

(3) 改組内容

学部学科名

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度
改組状況 選定 届出 開設 完成年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

事業計画に定める定員 事業計画に定める定員    ⼊学定員 ⼈ 80

   事業計画に定める定員    事業計画に定める定員   編⼊学定員 ⼈ -

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ - - - 80

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数 ⼈ - - - 73

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 5

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ - - - 17

  学⽣の⼊学・在籍状況   その他の学期    ⼊学定員 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況   ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ - - - 80 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数(B) ⼈ - - - 73 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 5 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ - - - 17 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 - - - 0.91 - - - - - - - - - - - - - - -

  学⽣の⼊学・在籍状況   収容定員等    収容定員(C) ⼈ - - - 80

  学⽣の⼊学・在籍状況       編⼊学定員 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    在籍者数(D) ⼈ - - - 73

  学⽣の⼊学・在籍状況       編⼊学者数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    収容定員充⾜率（D/C） 倍 - - - 0.91 - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況   卒業者数    卒業者数 ⼈ - - - -

  教員の状況   実務経験のある教員の
参画    教員数 ⼈ - - - 1

  教員の状況    授業科⽬の単位数 単位 - - - 6

京都橘⼤学

既存学部における学科の新設（当該⼤学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）

⼯学部ロボティクス学科（⼯学関係）



様式１-４_b

⼤学名

２.理・⼯・農学分野の学位を授与できる学部等（学⼠課程）の状況
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ 210 210 210 400

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数 ⼈ 234 193 228 431

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ 53 59 55 128

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 0 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ 1 8 25 17

  学⽣の⼊学・在籍状況   その他の学期    ⼊学定員 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況   ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ 210 210 210 400 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数(B) ⼈ 234 193 228 431 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       ⼥⼦学⽣数 ⼈ 53 59 55 128 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況       留学⽣数 ⼈ 1 8 25 17 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.11 0.92 1.09 1.08 - - - - - - - - - - - - - - -

  学⽣の⼊学・在籍状況   収容定員等    収容定員(C) ⼈ 630 840 840 1,060

  学⽣の⼊学・在籍状況       編⼊学定員 ⼈ - - - -

  学⽣の⼊学・在籍状況    在籍者数(D) ⼈ 690 864 888 1,080

  学⽣の⼊学・在籍状況       編⼊学者数 ⼈ - - - -

  学⽣の⼊学・在籍状況    収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.10 1.03 1.06 1.02 - - - - - - - - - - - - - - -

  卒業後の状況   卒業者数    卒業者数 ⼈ - 177 212

  教員の状況   実務経験のある教員の
参画    教員数 ⼈ 6 7 7 18

  教員の状況    授業科⽬の単位数 単位 125 148 159 279

京都橘⼤学



様式１-４_b

⼤学名 京都橘⼤学

３.⼤学（学⼠課程）の状況
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ 1631 1631 1641 1831

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数 ⼈ 1775 1691 1834 2067

  学⽣の⼊学・在籍状況   その他の学期    ⼊学定員 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数 ⼈ - - - 0

  学⽣の⼊学・在籍状況   ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ 1,631 1,631 1,641 1,831 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学者数(B) ⼈ 1,775 1,691 1,834 2,067 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  学⽣の⼊学・在籍状況    ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.09 1.04 1.12 1.13 - - - - - - - - - - - - - - -

  学⽣の⼊学・在籍状況   収容定員等    収容定員(C) ⼈ 6114 6524 6534 6684

  学⽣の⼊学・在籍状況   収容定員等       編⼊学定員 ⼈ - - - -

  学⽣の⼊学・在籍状況   収容定員等    在籍者数(D) ⼈ 6487 6810 7112 7288

  学⽣の⼊学・在籍状況   収容定員等       編⼊学者数 ⼈ - - - -

  学⽣の⼊学・在籍状況   収容定員等    収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.06 1.04 1.09 1.09 - - - - - - - - - - - - - - -

４.外部資⾦の状況（全学）

年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度

改組状況 申請­5年 申請­4年 申請­3年 申請­2年 申請­1年 選定 開設 完成年度

項⽬ 単位

外部資⾦獲得額 千円 111,655 213,107 383,071 277,132 311,335 342,303 266,886 268,165

項⽬ 単位

千円 267,191

千円 1,820,000

千円 312,691

特記事項

申請時点の外部資⾦獲得額平均
（過去5年間における各年度の外部資⾦獲得額

本事業による助成⾦の額(F)

フェーズ３の助成期間終了時までに達成する額
(E+F×2.5％)




